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Ｐ２　公共下水道の利用区域が拡大　
Ｐ４　税金がコンビニなどで納付できるよう
　　　になりました
Ｐ５　放課後等デイサービス事業がスタート
　　　しました
Ｐ６　「がんばっている人」を応援します
Ｐ７　予防接種
Ｐ８　アメシロ・マイマイガを駆除しよう
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■主な内容■主な内容春の全国交通安全運動
　４月６日、春の全国交通安全運動がスタート。運動の一環
として、湯沢地区交通指導隊連合会車両パレードの出発式が
湯沢警察署で行われました。式では一日警察署長に任命され
た、秋田湯沢湯乃華芸妓の美華さんが車両パレードを行う隊
員を激励しました。その後、イオンスーパーセンター湯沢店
で買い物客にチラシなどを配り、交通安全を呼び掛けました
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　自宅のトイレ改造や排水設備の工事を行う場合は次のような制度がありますので、ぜひ各制度をご利用いただき、
早期に下水道への接続をお願いします。
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湯沢処理区の以下の地域で、3月31日から下水道が利用できるようになりました。

◆下水道への接続はお早めに

◎併用できる各制度の概要

※上記の各制度は対象条件や受付件数が異なりますので、工事着工前に担当課へご相談ください。

◆湯沢市浄化槽設置整備事業補助金

平成28年度浄化槽設置整備事業補助金限度額表

○問い合わせ　市下水道課工務施設班（☎55-8219）へ

◆住宅内で地下水等を使用していない世帯、届け出はお済みですか？

※浄化槽の人槽は、日本工業規格「建築物の用途別によるし尿浄化槽の処理対象人員算定基準（JISA3302-2000）」に
より算定しますが、実情に添わない場合には、同基準の建築用途別処理対象人員算定基準に定めるただし書きに基
づき、住宅の延べ面積のみだけではなく、使用状況に応じて算定人数を増減できます。
※補助金には上記の限度額が設定されていますが、工事費の精算により限度額に達しない場合があります。
※補助予算額には限りがありますので、年度途中で締め切る場合があります。

　毎月、下水道料金を納めている世帯で、
住宅内で自家水道（地下水・沢水等）を使
用していない世帯では、「算定方法変更届」
を市に提出することで、毎月上水道メーター
の検針数値で下水道料金を計算することが
できます。

（浄化槽使用の世帯は届け出不要）　
　変更届の提出がない場合は、世帯人数 ×
6㎥と上水道メーターの検針数値を比較し
て、 多い方の水量が下水道へ流す汚水量と
して料金が計算されます。 
　なお、住宅内で上水道と自家水道を併用
している世帯では、世帯の人数に変動が 
あった場合に届け出が必要です。
　変更届を提出される人は、市下水道課で
手続きを行ってください。
○「算定方法変更届」の提出・問い合わ　
せは…‥
　市下水道課管理業務班　（☎73-2166）へ

人槽区分

5 人槽

7 人槽

10人槽 

補助金限度額

484,000 円  

606,000 円  

814,000 円  

        要件（建物の用途によって異なる場合があります）

5 人までの世帯で、建物の延べ面積が160㎡以下の住宅 

6 人以上の世帯または建物の延べ面積が160㎡を超える住宅 

2 世帯などで、台所と浴室がそれぞれ 2 カ所以上ある住宅

上水道の使用水量が少ない時があっても、多い
方（36㎥）を汚水量として計算されます

と　　　　　を比べて

▽6人世帯で変更届未提出の場合▽6人世帯で変更届未提出の場合

6 人×6㎥
（36㎥）

上水道
メーター
検針数値

水量の多い方を汚水量として計算します

▽6人世帯で変更届を提出した場合

人数に関係なく、上水道の使用量
（メーター検針数値）＝汚水量とし
て計算します

◆節水で水道料金と下水道料金がお得に！◆
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◎補助金の交付対象
　次のいずれかの区域に設置する浄化槽が補助対象となります。
　①浄化槽整備区域（下水道計画区域以外）
　②下水道（公共下水道・農業集落排水）区域のうち、下水道の利用が7年以上見込まれない区域。下水道が利用可能
　　となった場合は、速やかに接続することが条件
※上記のうち、販売や賃貸目的の住宅および申請前の工事着工は対象外となります。

字前島、倉内字（柿在家、三ツ田、
川原田、布川、四ツ屋、五反田、
山ノ神、熊ノ堂、根開、竹ノ花）、
字千刈、柳田字八ツ口の各一部

N

融資あっせん制度

住宅リフォーム推進事業

▷市の下水道管埋設工事終了後、3年以内の区域の一般世帯
▷無利子で100万円まで融資が可能
▷毎月元金均等償還で72カ月以内（6年間）で返済
▶問い合わせ　市下水道課管理業務班（☎73-2166）へ
▷昨年度と事業内容が変わっておりますので、対象となる工事や補助内容などにつ
　いては、必ず事前に県雄勝地域振興局建築課へ問い合わせください
▶問い合わせ　県雄勝地域振興局建築課（☎73-6166）へ
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税金
納付

※コンビニはコンビニエンスストアの略です。

　4月以降に送付される市税（市・県民税など）の納付書は、従来の納付場所に加えて、コンビニやゆうちょ銀
行・郵便局の窓口でも使用可能となりました。
　それに伴い、納付書の様式もこれまでの冊子型（ホチキス留め）から納期ごとの単票（一枚ずつ分かれている）
に変更されますので、取り扱いにご注意ください。
　なお、コンビニでは、休日・夜間を問わず、24 時間納付することができ、手数料もかかりません。詳しくは、
下記へ問い合わせください。
○問い合わせ　税務課納税班（☎73‐2118）へ

◆納付する際の注意点
　納付書が冊子型から納期ごとの単票に変更されます。期別と納期限をお確かめの上、納期順に納付してください。
領収証書とレシートは必ず受け取り、大切に保管してください。
　コンビニで納付した場合、収納を確認できるまで2週間程度かかります。コンビニで納付後、すぐに納税証明や
完納証明を交付申請される場合は、必ず領収証書をご持参ください。
　なお、期別を間違えて納付されますと、督促状が送付されることがありますので、ご確認の上、納めてください。

◆次のような場合はコンビニで納付する
　ことができません
・平成 28 年4月1日以前に発行されたもの（旧様式）
・金額を訂正（手書き）したもの
・ミシン目を切り離したもの
・単票をホチキス留めしたもの
・コンビニ利用期限の過ぎたもの
・納付書1枚の合計金額が 30 万円を超えるもの
・読み取り用のバーコードが印刷されていないものや
   汚損などで読み取れないもの

○対象となる市税
　市・県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税 
○納付できる場所　（①、②は新たに納付できる場所）
　①東北 6県のゆうちょ銀行または郵便局
　②提携コンビニ　サンクス、セブン‐イレブン、ファミリーマート、デイリーヤマザキ、ローソン、
　　　　　　　　　ＭＭＫ（コンビニ収納システム）設置店ほか　
※市内にあるＭＭＫ設置店　ＮewＤays KIOSK湯沢駅、イオンスーパーセンター湯沢店、
　　　　　　　　　　　　　グランマート湯沢インター店
　③湯沢市役所　本庁舎（税務課・会計課窓口）、稲川・雄勝・皆瀬総合支所
　④金融機関の本店・支店　北都銀行、秋田銀行、北日本銀行、羽後信用金庫、東北労働金庫、  こまち農業
　　　　　　　　　　　　　協同組合

○口座振替一括納付の方法が一部変わります　これまで一括納付後に課税された分や随時課税された分は振り替え
　できませんでしたが、平成 28年度からはすべての納期で振り替えをします。また、一括納付の際に残高不足等の
　理由で振り替えできなかった場合は、第1期は納付書で納めていただき、第2期以降から期別毎に振り替えします。
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放課後等デイサービス事業が
スタートしました
　小学生から高校生までの学校に通っている、障がいを持つ

子どもが学校の帰りや夏休み、冬休みなどの長期休暇を利用

し、生活能力向上のための訓練、社会との交流の促進その他

必要な支援を行う療育の事業です。

　利用申請については、各事業所または福祉課障がい福祉班

（☎55-8075）へ問い合わせください。

◆障がい者の総合相談窓口となる
　湯沢市基幹相談支援センターを開設しました

※利用定員は、1日の利用定員となります。

　障がいの種別（身体・知的・精神）にかかわらず、総合的・専門的な相談対応を行います。専門の相談員（社会福
祉士、精神保健福祉士等の資格を持つ相談員）を3名配置し、地域における相談支援事業を強化するセンターです。

○センターの場所　湯沢市字両神 15 番地1複合施設ぱあとなあ内　☎55-8678　FAX72-8108

個別支援計画に基づき、以下の支援を行います
（1）日常生活動作訓練（排泄、歯磨き、着脱、食事など）
（2）創作活動支援（絵画、造形など）
（3）余暇活動支援（遊び、運動、音楽鑑賞など）
（4）学習活動支援（学校の宿題など）
（5）地域交流・レクリエーション行事
（6）学校等関係機関との連携

障がい児通所給付費の 1割負担となります。ただし、おやつ代、弁当代等は実費負担となりま
す。詳しくは事業所へ問い合わせください

旧湯沢市内（各学校への迎え、稲川支援学校ス
クールバス停留所までの迎え。詳しくは事業所
へ問い合わせください）

稲川支援学校部活動利用者のみ迎え

月曜日～土曜日（ただし、国民の祝日および
12 月 29 日から翌年 1月 3日までを除く）

月曜日～金曜日（ただし、国民の祝日および
12 月 29 日から翌年 1月 3日までを除く）

10 人10 人

・社会福祉法人雄勝福祉会
・多機能型事業所かざぐるま放課後等デイサー
　ビス事業所
・住所　湯沢市字両神17番地1
　☎72-1616

・湯沢雄勝広域市町村圏組合
・やまばと園放課後等デイサービス事業所

・住所　湯沢市三梨町字飯田二ッ森43番地
　☎42-2141

事業所名

利用定員

開 設 日

送　　迎

利用料金

支援内容

放課後等デイサービス事業概要

※バーコードの印字があるものが納付できます。
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○高齢者用肺炎球菌定期予防接種の費用を助成します
　肺炎は日本人の死因の上位に挙げられる疾患であり、その約 3割が肺炎球菌によるものと言われています。
肺炎球菌に感染すると、慢性気道感染症、中耳炎、副鼻腔炎、敗血症、髄膜炎などの起因菌になることもあり、
重症化すると死に至ることもあります。
□対　象　対象になるのは生涯 1回のみ
　①平成28度中に次の年齢になる人（個別通知を郵送しました）

　②60歳以上65歳未満の、心臓・腎臓・呼吸器などに重い病気のある人で、かつ予防接種を希望する人（証 
　　明書が必要になりますので、接種を受ける前に上記へご連絡ください）
　※①②とも過去に高齢者用肺炎球菌予防接種を受けたことのある人は対象外になります。
□助　成　一人１回に限り 3,000 円
　　接種料金は医療機関によって異なります。接種後に助成額を差し引いた金額を医療機関窓口で支払って
　ください。
　　対象者のうち生活保護受給者は料金が無料です。医療機関窓口に市福祉課が発行する生活保護受給証明
　書を提出してください。
□期　間　平成29年 3 月31日㈮まで
□経過措置　平成26年度から30年度までは、各年度に65･70･75･80･85･90･95･100歳になる人のみが対象にな
　り、各年度内が接種期間になります。対象者への個別通知は該当年度の初めに郵送する予定です

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和26年4月2日~昭和27年4月1日

昭和21年4月2日~昭和22年4月1日

昭和16年4月2日~昭和17年4月1日

昭和11年4月2日~昭和12年4月1日

昭和 6年4月2日~昭和７年4月1日

大正15年4月2日~昭和２年4月1日

大正10年4月2日~大正11年4月1日

大正 5年4月2日~大正 6年4月1日

 

お
う
と

○問い合わせ
　健康対策課（☎73-2124）
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『
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
』
を
応
援
し
ま
す

『
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
』
を
応
援
し
ま
す

【
湯
沢
市
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
】

【
湯
沢
市
き
ら
め
き
女
子
会

　
　
　

   

応
援
事
業
補
助
金
】

【
湯
沢
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

     

対
応
型
経
営
支
援
補
助
金
】

【
湯
沢
市
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

　
　
　
　
　
　

  

事
業
補
助
金
】

○
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
産
業
振
興
班
（
☎
73
2
1
3
5
）

　

②
③
対
象
経
費
の
2
分
の
1

　
　

上
限
二
十
万
円

　

④
対
象
経
費
の
2
分
の
1

　
　

上
限
百
万
円

　

⑤
対
象
経
費
の
3
分
の
2

　
　

上
限
五
十
万
円

○
申
請
期
限　

 

偶
数
月
（
2
月
を
除
く
）　

　

の
末
日
が
申
請
の
締
め
切
り
と
な
り
ま
す

 ※
締
切
月
の
翌
月
の
十
日
こ
ろ
に
①
⑤
の

事
業
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
審
査
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
女
性
団
体
が
実
施
す
る
市
の
製
造

業
や
販
売
業
、
観
光
業
お
よ
び
農
林
業
を
活

況
に
導
く
た
め
の
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
事
業　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
し
、
29
年
3
月
末
ま
で
に
完
了

　

す
る
事
業
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す

　

①
地
域
資
源
の
情
報
発
信
事
業

　

②
市
の
特
産
物
の
販
路
拡
大
ま
た
は
誘
客

　
　

の
増
加
に
つ
な
が
る
事
業

　

③
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品
提

　
　

案
事
業

○
補
助
率
・
補
助
額　

　

対
象
経
費
の
10
分
の
10

　

上
限
五
十
万
円

○
申
請
期
限　

随
時
、
申
請
を
受
け
付
け
し

　

た
後
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審

　

査
会
を
実
施
し
ま
す

　

外
国
人
に
対
し
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

市
内
で
事
業
を
営
む
者
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
型
経
営
へ
の
転
換
を
行
う
た
め
の
広
告
物

な
ど
の
作
成
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
事
業　

湯
沢
市
に
住
民
登
録
し

　

て
い
る
者
ま
た
は
商
業
登
記
簿
に
お
い
て

　

本
店
を
湯
沢
市
内
と
し
て
い
る
法
人
で
、

　

業
務
用
に
使
用
す
る
外
国
語
に
対
応
し
た

　

広
告
物
な
ど
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
、
ポ
ス

　

タ
ー
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

看
板
、
標
示
物
な
ど
）
の
作
成
費
用

※

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
な
ら
び
に
運

搬
等
に
係
る
諸
経
費
を
除
い
た
総
額
が
五
万

円
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
補
助
率
・
補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

　

上
限
二
十
万
円

○
申
し
込
み　

随
時
、
受
け
付
け
し
ま
す

　

市
外
の
団
体
（
小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ

同
一
の
目
的
の
た
め
定
期
的
に
活
動
す
る
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
、部
活
動
ま
た
は
協
会
、

組
合
、委
員
会
、協
議
会
、農
林
・
製
造
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
を
営
む
法
人
）
を
対
象
に
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
大
会
等
を
誘
致
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
宿
泊
施
設
の
利
用
促

進
な
ら
び
に
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
産
業

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
宿

泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費　

大
会
、
合
宿
ま
た
は
研

　

修
会
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
の
宿
泊
費

　
（
5
人
以
上
宿
泊
）

○
補
助
金
額　

一
泊
当
た
り
の
宿
泊
費
の
2

 

分
の
1
（
上
限
二
千
円
）×

参
加
者
数

　

×

宿
泊
日
数

○
申
し
込
み　

随
時
、
受
け
付
け
し
ま
す



８
2016.04.152016.04.15

９

■
広
葉
樹
の
葉
を
食
い
荒
ら
す
■

ア
メ
シ
ロ
・
マ
イ
マ
イ
ガ
を
駆
除
し
よ
う

ア
メ
シ
ロ
・
マ
イ
マ
イ
ガ
が
孵
化
す
る
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
シ
ロ
等
の
生
態
を
知
り
、
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
マ
イ
ガ
の
孵
化
幼
虫
は
四
月
末
か
ら
五
月
中
旬
頃
に
発
生
し
、
樹
木
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。

防
除
薬
散
布
は
幼
虫
の
小
さ
い
五
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
が
効
果
も
大
き
い
で
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
シ
ロ
は
孵
化
直
後
の
幼
虫
は
、
白
い
網
状
の
巣
を
作
っ
て
群
生
し
て
い
る
の
で
、

巣
網
ご
と
枝
葉
を
切
り
取
る
の
が
効
果
的
で
、
巣
網
か
ら
出
た
幼
虫
（
毛
虫
）
の
場
合
は
、
薬
剤

を
散
布
し
て
駆
除
す
る
方
法
が
有
効
で
す
。
薬
剤
は
、
薬
局
・
薬
店
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

ふ

○
効
果
的
な
駆
除
方
法

○
薬
剤
散
布
の
注
意
点

　

◆
帽
子
、
眼
鏡
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
し
て
、
肌
が
露
出
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

　
　

う

　

◆
付
近
に
人
が
い
な
い
か
、
洗
濯
物
を
干
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
、
薬
剤
の
飛
散
防
止

　
　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

◆
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
近
所
に
声
を
掛
け
る
な
ど
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ

　
　

う
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う

◆防除機を無料で貸し出します◆
　アメシロ等の被害箇所が高所または広範囲にわたる場合、人力による薬剤散布での防除が困難になります。
　市では、毎年被害に困っている団体に無料で防除機械の貸し出しを行っています。貸し出しの要件は下記の
とおりです。台数に限りがありますので、ルールを守って適正に使用してください。
○対　象
　町内会・防除組合などの団体
○貸し出しできる防除機　
　4台（200ℓ1台・90ℓ3台）
○貸し出し期間
　4月18日（月）～ 9月末日
○申し込み受付（土・日曜日、祝日除く）
　平日の午前8時30分から午後5時まで
○土・日曜日、祝日の利用
　金曜日または祝日の前日に貸し出し。月曜日または
　祝日の翌日に返却する（休日の返却は出来ません）
○薬　剤
　利用者で準備してください
○燃　料
　使用分を補充し返却してください
○借り上げ･返却の際の注意事項
　機械の積み降ろしに人手を要するため、必ず2人以上でお越しください。また、機械の破損などがあった時は、
　修理・弁償していただく場合もありますので、気を付けて使用してください
○申し込み・問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）

湯沢市空き家バンク事業がスタート

市
で
は
、
市
内
に
あ
る
利
用
可
能

な
空
き
家
を
「
売
り
た
い
」「
貸
し

た
い
」
と
希
望
し
て
い
る
所
有
者
か

ら
、
空
き
家
を
「
買
い
た
い
」「
借
り

た
い
」
と
い
う
人
、
空
き
家
を
利
用

し
て
湯
沢
市
に
移
住
・
定
住
し
た
い

と
希
望
し
て
い
る
人
へ
、
空
き
家
情

報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
湯
沢
市

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」
を
公
益
社
団

法
人
秋
田
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
の
協
力
の
下
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。市

内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
で
、

空
き
家
を「
売
り
た
い
」「
貸
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
人
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
を
「
買
い
た

い
」「
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

で
、
湯
沢
市
へ
移
住
す
る
た
め
空
き

家
を
売
買
、
賃
貸
さ
れ
る
場
合
に
は
、

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
制
度
も

活
用
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左

記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

ひ
び
く
・
つ
な
が

る
創
造
課
魅
力
創
生
班
（
☎
55
8

2
7
4
）
へ 利

用
可
能
な

空
き
家
の
情
報
提
供

発生時期と駆除の適期
マイマイガ アメシロ

卵
卵

卵
孵
化

幼
虫

幼
虫

成
長
期

さ
な
ぎ
・
成
虫
・
卵

幼
虫

成
虫

産
卵

幼
虫
・
成
虫
・
さ
な
ぎ

さ
な
ぎ

成
虫（
ガ
）

成
虫（
ガ
）

産
卵

駆
除
適
期

駆
除
適
期

駆
除
適
期卵

か
い
除
去
期

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

湯沢市
ホームページで
物件情報を公開

交渉開始連
絡・交渉結果
の報告

売りたい！

貸したい！ 借りたい！

買いたい！
空き家登録の募集

空き家登録申し込み

空き家情報の提供

利用者登録

見学・交渉の申し込み

秋田県宅地建物取引業
協会湯沢雄勝地区協議
会に加盟する宅建業者

売買・賃貸借の交渉・契約 売買・賃貸借の交渉・契約

移住・定住希望者空き家所有者

ＴＯＰＩＣＳ トピックス

三
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、

安
比
高
原
ス
キ
ー
場（
岩
手
県
八
幡
平
市
）

を
会
場
に
第
十
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
で
出
場
し
た
駒
形
小
学
校
六

年
の
沓
澤
琉
太
朗
く
ん
（
大
会
当
時
は
五

年
生
）
が
見
事
、
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

沓
澤
く
ん
は
、
稲
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
稲
川
ス
キ
ー

場
な
ど
で
専
属
の
コ
ー
チ
の
下
、
練
習
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
は
、
お
兄
さ
ん
が
ス
キ
ー
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
一
年
生
か

ら
始
め
、
兄
弟
で
練
習
も
し
て
い
ま
し
た
。

三
月
五
日
に
行
わ
れ
た
同
大
会
の
秋
田

県
選
抜
を
第
二
位
で
突
破
し
た
沓
澤
く
ん

は
、
ス
ピ
ー
ド
が
増
す
た
め
の
動
作
と

タ
ー
ン
を
早
く
す
る
こ
と
を
集
中
的
に
本

番
に
向
け
て
練
習
し
た
と
言
い
ま
す
。

「
大
会
で
は
、
緊
張
し
て
ス
ピ
ー
ド
に

乗
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

上
手
に
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
も
っ
と
タ
イ
ム
を
早
く
し
、
大

会
の
連
覇
を
目
指
し
た
い
と
来
シ
ー
ズ
ン

の
意
気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

第10回全国小学生アルペンスポーツ
大会／ジャイアントスラローム

もっと早く滑って、
大会の連覇を目指
したい ▲メダルと賞状

▲初優勝した沓澤くん

く
つ
ざ
わ
り
ゅ
う
た
ろ
う

まずご相談を！
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自分の健康チェックを後回しにしていませんか

病
と
し
て
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）、

脳
血
管
疾
患
、
心
臓
病
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
三
大
死
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
初
期
に
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
元
気
な
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
も
年
に
一
度
、
特
定
健
診
を

受
け
、
病
気
の
芽
を
早
く
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診
で
現
れ
た
数
値
な
ど
を

確
認
し
て
、
日
常
生
活
で
改
善
で
き

る
よ
う
に
、
例
え
ば
食
生
活
の
改
善

や
運
動
不
足
の
解
消
な
ど
で
肥
満
に

気
を
付
け
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま

す
。そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
毎
年
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
は

　
　
　
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

郷土学習資料展示施設リニューアルオープン

高
松
地
区
セ
ン
タ
ー
二
階
に
あ

る
郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設
は
、

酒
造
用
具
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
地
熱

関
連
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

民
俗
資
料
室
に
は
、
実
際
に
酒

屋
で
使
用
さ
れ
て
い
た
酒
造
用
具

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の
展

示
室
は
こ
れ
ま
で
の
化
石
資
料
室

に
加
え
、
大
地
の
歴
史
室
と
鉱
山
、

石
材
に
関
す
る
資
料
室
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
展
示
し
て
い
る
鉱

物
や
石
材
は
、
全
て
実
際
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湯
沢
の
貴
重
な
地
域
資
源
や
歴

史
文
化
を
学
び
、
湯
沢
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
文
化
班

（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

貴
重
な
地
域
資
源
や

歴
史
が
学
べ
ま
す

「自主防災アドバイザー派遣事業」をご存知ですか

も
し
も
、
大
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
、
負

傷
者
も
続
出
・
・
・
。

こ
ん
な
と
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
る
人
命
救
助
や
初
期
消
火

な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

県
で
は
、
各
地
域
に
「
自
主
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
派
遣
し
、
地
域

防
災
活
動
の
活
性
化
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

○
こ
ん
な
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
実
際
に
災
害
に
遭
っ
た
場
合
、

ど
ん
な
活
動
を
し
た
ら
い
い

か
・
・
・

・
う
ち
の
町
内
で
も
「
自
主
防
災

組
織
」
を
結
成
し
た
い

・
町
内
み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高

め
た
い

○
問
い
合
わ
せ

県
総
合
防
災
課
（
☎
0
1
8
ー
8

6
0
ー
4
5
6
3
）

市
総
務
課
総
合
防
災
室
総
合
防
災

班
（
☎
55
8
2
5
0
）
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
へ

※

日
程
や
内
容
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

地
域
防
災
活
動
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

児童扶養手当および特別児童扶養手当

ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
（
十
八
歳

の
年
度
末
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い
る

人
や
、
父
ま
た
は
母
に
代
っ
て
児
童

を
養
育
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。
ま

た
、
配
偶
者
が
重
度
の
障
が
い
状
態

で
あ
る
場
合
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
し
認
定
を
受
け

た
場
合
、
所
得
に
応
じ
て
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
第
二
子
以
降
に

は
加
算
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
支
給
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
場
合
を
含
む
）
に
養
育
さ

れ
て
い
る
と
き

③
父
母
、
養
育
者
ま
た
は
扶
養
義

務
者
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え

て
い
る
と
き

【
児
童
扶
養
手
当
】

【
民
俗
資
料
室
】

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が

い
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま

す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

（
☎
78
0
1
6
6
）
へ

●
特
定
健
康
診
査
は
、
医
療
保
険
者

が
被
保
険
者
に
対
し
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

●
湯
沢
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
〜
74
歳
全
て
の
人
が
対

象
で
す

●
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
人
も
、

契
約
医
療
機
関
に
て
特
定
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

○
問
い
合
わ
せ

・
湯
沢
市
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
こ
と

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55
8

1
6
4
）

・
湯
沢
市
特
定
健
康
診
査
に
関
す

る
こ
と

健
康
対
策
課（
☎
73
2
1
2
4
）

毎日、
忙しい
みなさん

・市内から出土した土器、土偶、磨製石斧など
　の遺物
・酒造用具、民俗資料等
・三途川から採取された植物化石や昆虫化石資
　料
・湯沢の鉱石や石材および地層の剥ぎ取り標本
・地熱関連資料

自主防災組織の運営

災害対応能力の向上

日常的な防災活動

防災知己の普及・啓発

◎自主防災組織の結成と運営　◎防災活動計画の策定ほか

◎避難誘導・救助・消火訓練　◎お年寄りなど要援護者への対応ほか

◎災害危険箇所の把握　◎防災マップの作成ほか

◎県内の災害の歴史　◎災害種類別の活動内容ほか

主な展示内容

主なアドバイス内容

★４月から、児童扶養手当・特別児童扶養手当の額が変わりました。★
【児童扶養手当　月額】

【特別児童扶養手当　月額】

支給区分

※所得により手当額が決定されます。

全部支給 一部支給　※
42，330円
5，000円（変更なし）
1人につき3，000円加算（変更なし）

42，320円～9，990円児童1人目
児童2人目
児童3人目以降

障害等級
手当月額

1級 2級
34，300円51，500円

■湯沢市の死因割合（平成20-24年度）
資料：人口動態調査

悪性新生物
31％

悪性新生物
31％

脳血管疾患
18％

脳血管疾患
18％

肺　炎
14％
肺　炎
14％

肝疾患
1％
肝疾患
1％

腎不全
2％
腎不全
2％

老　衰
7％
老　衰
7％

不慮の事故
5％

不慮の事故
5％

自　殺
2％
自　殺
2％

心疾患（高血圧性
疾患を除く）
20％

心疾患（高血圧性
疾患を除く）
20％

湯
沢
市
国
民
健
康
保

険
か
ら
の
お
知
ら
せ



　
「
御
日
記
」
は
、
江
戸
時
代
の
天
和
二

年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
百
八
十
七
年
間

を
記
録
し
た
二
七
〇
冊
に
も
お
よ
ぶ
公
用

日
記
で
、
当
時
の
社
会
事
情
を
知
る
貴
重

な
史
料
と
し
て
、
秋
田
県
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
巻
は
延
享
二
年
か
ら
寛
延
二
年
ま
で

の
五
年
分
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、鋳ち
ゅ
う

銭せ
ん

座
が
中
止
と
な
り
多

く
の
職
人
た
ち
が
職
を
失
い
、行
く
当
て
も

な
く
ふ
ら
つ
く
者
も
出
て
く
る
の
で
領
内

に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
通
達
が

出
さ
れ
た
こ
と
、南
家
九
代
義よ
し

持も
ち
が
桃
園
天

皇
即
位
の
際
に
藩
主
義よ
し

峯み
ね

の
名
代
と
し
て

上
洛
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◯
頒
布
価
格　

八
千
円
（
税
込
み
）

◯
仕　

様　

Ａ
5
判
／
本
文
819
ペ
ー
ジ

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習

課
社
会
教
育
文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3

内
線
6
4
2
／
℻
72
8
5
1
5
）
へ　

　

開
講
式
は
、
三
講
座
合
同
で
5
月
11
日

㈬
午
後
七
時
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
二
階
第
一
集
会
室
で
行
い
ま
す
。

【
ゆ
か
た
着
付
け
講
座
】（
全
7
回
）

・
と　

き　

5
月
〜
8
月
の
指
定
す
る
日

／
午
後
7
時
〜
9
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講　

師　

高た
か
は
し橋
ト
シ
子こ

さ
ん

・
定　

員　

15
人

※
今
年
こ
そ
、
ゆ
か
た
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
筆
ペ
ン
講
座
】（
全
10
回
）

・
と　

き　

5
月
〜
9
月
の
指
定
す
る
日

／
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

山や
ま

品し
な

祐ゆ
う

一い
ち

さ
ん

・
持
ち
物　

筆
ペ
ン

・
定
員　

20
人

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座
】（
10
回
）

・
と　

き　

5
月
11
日
か
ら
7
月
13
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
／
午
後
7
時
30
分
〜

9
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

篠し
の

原は
ら

育い
く

子こ

さ
ん

・
持
ち
物　

内
履
き

・
定　

員　

50
人

◯
受
講
料　

各
講
座
千
円
（
申
し
込
み
の

際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◯
受
講
資
格　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
す
る
人

◯
応
募
期
間　

4
月
18
日
〜

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

5
月
か
ら
2
月
ま
で
の
毎
月

第
3
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
8
月
は
休
講
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
内　

容　

午
前
＝
一
般
教
養
講
座
（
講

演
ほ
か
）
／
午
後
＝
実
技
コ
ー
ス
①
優

雅
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ー
ス
②
お
手
軽
デ

ジ
カ
メ
コ
ー
ス
③
墨
絵
に
挑
戦
!
コ
ー

ス
④
ヨ
ガ
で
健
康
コ
ー
ス
⑤
初
め
て
の

英
会
話
コ
ー
ス

※
①
は
定
員
30
名
、
④
は
定
員
20
名
、
②

③
⑤
は
定
員
な
し

◯
対　

象　

年
間
を
通
し
て
、
午
前
・
午

後
と
も
に
受
講
で
き
る
か
た

◯
受
講
料　

二
千
円
（
申
し
込
み
時
納
入
、

材
料
費
別
途
）

◯
申
し
込
み　

4
月
18
日
㈪
午
前
8
時
30

分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

農
業
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
や
、
作
物
栽
培
を
通
し
た
食
育
を
推

進
す
る
た
め
に
体
験
農
園
を
開
設
し
ま
す
。

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

湯
沢
地
区
中
野
地
内

・
対
象
者　

湯
沢
市
民
で
耕
作
地
を
所
有

し
な
い
人

・
募
集
区
画　

40
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
66
㎡
（
約
20
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

・
料　

金　

一
区
画
あ
た
り
三
千
円

【
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
地
内

・
対
象
者　

湯
沢
市
民
で
、
親
子
（
中
学

生
以
下
）
で
農
作
業
で
き
る
人

・
募
集
区
画　

10
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
50
㎡
（
約
15
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

※
農
園
に
、
堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
を
散
布

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
し
た
後
に
貸
し

出
し
ま
す
。
こ
れ
以
後
の
肥
料
・
種
苗
・

資
材
・
道
具
な
ど
の
準
備
や
栽
培
管
理
は
、

各
自
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
25
日

㈪
ま
で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎
72

0
6
3
1
）
へ

「
佐
竹
南
家
御
日
記
」

翻
刻
本
第
十
一
巻
発
刊

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.04.15
13

2016.04.15
12

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

夜
間
講
座
受
講
生
募
集

自
分
で
野
菜
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

〜
体
験
農
園
の
開
設
〜

平
成
28
年
度

湯
沢
市
民
大
学
受
講
生
募
集

　

介
護
相
談
員
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
を
訪
問
し
、
利
用
者
か
ら
の
相
談
等

に
応
じ
る
人
で
す
。

◯
任　

期　

2
年
（
平
成
28
年
度
は
委
嘱

を
し
た
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま

で
）

◯
活
動
日　

月
に
2
日
程
度

◯
資　

格　

40
歳
以
上
で
介
護
や
福
祉
に

熱
意
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

旺
盛
で
、
都
内
で
実
施
さ
れ
る
研
修
会

に
参
加
で
き
る
人
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
関
係
者
は
除
く
）

◯
定　

員　

1
名

◯
募
集
期
間　

5
月
6
日
㈮
ま
で

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78

2
3
1
1
）
へ

◯
と　

き　

5
月
13
日
㈮
か
ら
7
月
1
日

㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
／
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
（
全
8
回
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
受
講
料　

千
五
百
円

◯
講　

師　

中な
か
む
ら村
政ま

さ

夫お

さ
ん

◯
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
し
て
い
る

人
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
初
心
者

◯
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

◯
申
込
期
限　

4
月
15
日
㈮
〜
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
左
記
へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　
　

平
成
9
年

・
構　

造　
　

木
造
2
階
建

・
タ
イ
プ　
　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
二
千
八
百
円
〜
三
万
四

　

千
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

◯
募
集
期
間　

4
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬

（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

市
の
胃
が
ん
検
診
が
五
月
九
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
か
た

は
、
健
康
保
険
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
無

料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
健（
検
）診
確
認
書
で
申
込
み
さ

れ
た
か
た
は
手
続
き
不
要
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
受
診
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
電
話
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◯
該
当
す
る
か
た　

50
歳
、
52
歳
、
54
歳
、

56
歳
、
58
歳
（
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
）

◯
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生

班
（
☎
73
2
1
2
4
）
へ

【
発
達
障
害
の
特
性
に
つ
い
て
】

・
5
月
26
日
㈭

【
構
造
化
の
基
礎
】

・
6
月
3
日
㈮

【
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
対
応
】

・
6
月
13
日
㈪

【
具
体
的
な
支
援
方
法
】

・
6
月
20
日
㈪

◯
時
間
・
会
場

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室
32

②
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室
22

※
受
講
時
間
は
、
①
②
か
ら
選
択
。

◯
講　

師　

市
子
育
て
支
援
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員

◯
対　

象　

発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
児

童
の
保
護
者
お
よ
び
発
達
障
が
い
児
、

者
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
か
た

◯
定　

員　

各
30
名

◯
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
子
育
て
支

援
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
（
☎

72
3
5
0
1
）
へ

◯
お　

題　
「
野
」

※
お
題
は
「
野の

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場

合
は
「
野
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

れ
ば
よ
く
、「
野の

火び

」、「
視し

野や

」
の
よ
う

な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
詠
進
歌　

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
一
人
一
首
（
未
発
表
の
も
の
）

◯
詠
進
方
法　

習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別

お
よ
び
職
業
を
毛
筆
で
縦
書
き
に
自
書

し
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

◯
詠
進
期
間　

9
月
30
日
㈮
ま
で
（
当
日

の
消
印
有
効
）

◯
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ　

〠
100
―
8111
宮

内
庁
（
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

スhttp://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

）

へ

平
成
28
年
度

湯
沢
市
介
護
相
談
員
の
募
集

発
達
障
害
支
援
者
研
修
会

平
成
29
年
歌
会
始
の

お
題
と
詠
進
歌

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

胃
が
ん
検
診
を

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

〜
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
を
利
用
し
た

住
所
録
で
案
内
状
づ
く
り
〜



◯
募
集
種
目　

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯

科
・
薬
剤
科
）

◯
応
募
期
限　

5
月
6
日
㈮

◯
試
験
日　

5
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

※
十
五
日
は
飛
行
要
員
の
み
の
試
験
。

◯
試
験
会
場　

秋
田
大
学

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
記
者
に
な
り
、

八
月
九
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和

祈
念
式
典
や
被
爆
地
の
様
子
、
被
爆
者
な

ど
へ
の
取
材
を
通
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
の
願
い
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

◯
と　

き　

8
月
8
日
㈪
〜
11
日
㈭

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
4
年

生
以
上
）
と
そ
の
保
護
者

◯
定　

員　

全
国
で
18
人
（
9
組
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

◯
参
加
費
補
助　

長
崎
市
へ
の
交
通
費
、

宿
泊
代
、
滞
在
中
の
取
材
補
助
経
費

◯
応
募
期
限　

5
月
9
日
㈪（
当
日
必
着
）

◯
申
し
込
み　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、性
別
、小
学
校
名
、学
年
、

電
話
番
号
、
保
護
者
の
氏
名
と
性
別
を

記
入
の
上
、
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
左
記
に
電
子
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
は
が
き
に

よ
る
郵
送
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。）

◯
問
い
合
わ
せ　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体

　

協
議
会
事
務
局
（
〠
852
―
8117
長
崎
県
長

崎
市
平
野
町
7
番
8
号
長
崎
市
平
和
推

進
課
内
、
☎
0
9
5
―
8
4
4
―
9
9

 

2
3
、
*info@

nucfreejapan.com

　

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
酒
造
会
館
を
有

効
に
活
用
し
、
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
た

め
に
今
何
が
必
要
か
を
3
名
の
か
た
を
お

招
き
し
、
市
の
未
来
を
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

・
株
式
会
社
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

代
表
取
締
役　

東し
ょ
う
じ
海
林
諭あ
き

宣ひ
ろ

さ
ん

・
白
井
晟せ
い

一い
ち

建
築
研
究
所

白し
ら

井い　

原げ
ん

太た

さ
ん

・
ヤ
マ
モ
味
噌
醤
油
醸
造
元

七
代
目　

高た
か

橋は
し　

泰や
す
し

さ
ん

◯
と　

き　

4
月
23
日
㈯
午
後
6
時
〜
7

時
50
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
酒
造
会
館　

四
同
舎

◯
参
加
料　

千
円

◯
定　

員　

40
人

◯
締
め
切
り　

4
月
20
日
㈬

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団

法
人
湯
沢
青
年
会
議
所
事
務
局
（
☎
72

0
3
6
8
／
℻
78
1
2
2
2
）
へ

http://yuzaw
ajc.com

E-m
ail:yuzaw

ajc@
yutopia.or.jp

　

四
月
十
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
「
緑
の
募

金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
学
校
、
職
場
、
公
園
な
ど
の

環
境
緑
化
の
推
進
、
お
よ
び
森
林
の
整
備

等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議

会
（
市
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
内
☎

78
1
1
7
2
）
へ

◯
と　

き　

5
月
14
日
㈯
〜
5
月
29
日
㈰

／
平
日
＝
午
後
5
時
30
分
〜
9
時
、土
・

日
曜
日
＝
正
午
〜
午
後
9
時

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
参
加
料　

六
千
円
（
初
日
に
徴
収
）

◯
定　

員　

40
人

【
初
心
者
事
前
講
習
】

・
と　

き　

5
月
9
日
㈪
午
後
7
時

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

23
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団

法
人
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
73

0
4
1
5
）
へ

　

市
の
花
「
さ
く
ら
」
の
お
花
見
を
し
ま

せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
15
日
㈮
〜
28
日
㈭

※
さ
く
ら
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

前
森
公
園
・
愛
宕
公
園

※
両
公
園
で
ボ
ン
ボ
リ
が
点
灯
さ
れ
、
前

森
公
園
で
は
、
さ
く
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
土
日
の
み
絵
ど
う
ろ
う
の
展
示
が
行
わ

れ
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
湯
沢
市

観
光
物
産
協
会
（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

自
衛
官
募
集

2016.04.15
15

2016.04.15
14

長
崎
へ
の
平
和
の
取
材

「
親
子
記
者
」参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

講
演
会

「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で　

つ
な
ぐ
湯
沢
の
ま
ち
」

平
成
28
年
度

「
緑
の
募
金
」運
動
実
施
中

さ
く
ら
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎

絵
ど
う
ろ
う
講
習
会

参
加
者
募
集

◯
営
業
期
間　

4
月
23
日
㈯
〜
11
月
中
旬

◯
営
業
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分
（
毎
週
火
曜
日
休
館
日
）

◯
入
館
料　

一
般
＝
四
百
三
十
円
、
小
・

中
学
生
＝
二
百
十
円

※
五
月
五
日
㈭
は
、
小
・
中
学
生
の
入
場

料
が
無
料
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
6
4

 

9
）
へ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
体
験
談
・
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

4
月
23
日
㈯
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
一
研
修
室

◯
参
加
料　

無
料

※
体
験
談
を
聞
く
だ
け
で
の
人
や
学
生
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

青
年
海
外
協
力
隊
秋

田
県
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
長
沓
澤
（
☎

0
9
0
―
7
0
6
4
―
6
8
7
9
）
へ

　

プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽
し
く

指
導
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
28
日
㈭
／
午
後
7
時
〜

9
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
教
育
会
館

◯
講
習
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
26
日

㈫
ま
で
、
加
藤
（
☎
0
8
0
―
3
1
4

 

8
―
2
9
4
9
）
へ

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
の
中
に
、
正
し

い
姿
勢
や
体
の
運
用
法
を
身
に
着
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
、
免
疫
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◯
講
習
期
間　

5
月
か
ら
7
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◯
講
習
料　

千
円

◯
定　

員　

15
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
26
日

㈫
ま
で
、
太
極
拳
ゆ
ざ
わ
奈
良
（
☎
73

4
2
8
3
）
へ

◯
と　

き　

4
月
24
日
㈰
午
後
2
時
30
分

開
場
／
午
後
3
時
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
曲　

目　

ブ
リ
テ
ン
作
曲
シ
ン
プ
ル
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ほ
か

◯
指　

揮　

大お
お

野の

多た

加か

志し

さ
ん

◯
入
場
料　

五
百
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団
事

務
局
麻
生
（
☎
72
2
6
9
3
）
へ

【
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
】

・
定　

員　

15
人

◯
と　

き　

6
月
15
日
㈬
〜
12
月
27
日
㈫

／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
11
日

㈬
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓

練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

 

8
）
へ

　

今
か
ら
二
百
年
前
、
当
地
を
巡
り
歩
い

て
文
章
と
絵
を
残
し
た
菅
江
真
澄
の
足
跡

を
辿
る
紀
行
文
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

4
月
29
日
㈮
午
前
9
時
〜
午

後
8
時
／
30
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

小
松
（
☎
0
9
0
―

5
5
9
4
―
9
7
2
3
）
へ

　

広
報
ゆ
ざ
わ
四
月
一
日
号
で
折
り
込
み

し
ま
し
た
、「
湯
沢
地
区
自
治
協
議
会
・

湯
沢
7
地
区
自
治
連
絡
協
議
会
会
報
」
の

掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

◯
4
ペ
ー
ジ
目

　

湯
沢
西
地
区
自
治
協
議
会
の
町
内
会
名

【
誤
】清
水
町
第
四
の
一
・
四
の
二
・
四
の

三
・
第
七
・
五
丁
目
、

【
正
】清
水
町
第
四
の
一
・
四
の
二
・
第
七
・

五
丁
目
、

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
市
民

協
働
班
（
☎
55
8
0
3
3
）
へ

稲
庭
城・古
舘
庵
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

太
極
拳
初
心
者
講
習
会

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

見
学
体
験
教
室・説
明
会

第
27
回

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団　

ミ
ニ・ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

菅
江
真
澄
と
歩
く

二
百
年
後
の
勝
地
臨
毫

出
羽
国
雄
勝
郡

●
お
わ
び
と
訂
正
●



プリペイドカードの購入を指示する詐欺業者に注意！

　スマートフォンなどに有料サイト利用料の
請求が届いたので、業者へ連絡したところ、
コンビニでプリペイドカードを購入して裏面
のカード番号を教えるよう指示され、業者に
カードの価値をだまし取られてしまったとい
う詐欺被害が急増しています。
　業者からのメールに返信したり、電話をか
けることは、自分のメールアドレスや電話番
号を相手に教えてしまうことにつながります。
　また、購入したプリペイドカードの番号を
業者に伝えることは、カード自体を業者に
譲ってしまうのと同じことになり、だまされ
たと気付いても被害回復は大変困難です。
　身に覚えのない請求はうのみにせず、慎重
に対応しましょう。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　（市役所本庁舎１階、☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

●人口
　 男
　 女

47,683人
22,771人
24,912人

………
………
………

（－331人）

（－172人）

（－159人）●世帯数 18,116世帯… （－2世帯）

前月比

前月比
3月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187‒63‒2296）、市民課国保年金班（☎55‒8164）へ

◆就職、退職、結婚など…　そんなときには年金の届け出を
　日本に住む20歳～59歳のかたは国民年金へ加入が必要です。就職や退職などの多い時期ですが、年金の手続き
はお済みでしょうか。
●第1号被保険者（自営業者・学生・フリーター・無職のかたなど）

●第2号被保険者（会社員や公務員など厚生年金に加入しているかた）

●第3号被保険者（会社員や公務員に扶養されている配偶者）

2016.04.15
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就職して厚生年金に加入したとき
離婚したとき
配偶者（会社員や公務員）が65歳になったとき
配偶者が退職したとき
配偶者の扶養から外れたとき
配偶者が会社を変わったとき

3号→2号
3号→1号
3号→1号
3号→1号
3号→1号
3号→3号

2号→1号
2号→3号

勤務先
市役所
市役所
市役所
市役所
配偶者の勤務先

退職したとき
退職して、会社員や公務員の配偶者に扶養されるようになったとき

市役所
配偶者の勤務先

就職して厚生年金に加入したとき
会社員や公務員の配偶者に扶養されるようになったとき

勤務先
配偶者の勤務先

種　別 届出先届出が必要なとき

○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、
祝日、年末年始を除いて9日目以降のお渡しと
なります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合
わせください。

▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）
※申請は、渡航日程などを考慮して、余裕を持
ってお願いします。また、過去にパスポートを
取得したことがある人は、県庁への照会が必要
な場合があります。午後5時を過ぎると照会が
できなくなりますので、早目においでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ

2016.04.15
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■
湿
田
や
倒
伏
な
ど
に
よ
る
困
難
な
作
業
の

　

場
合
は
、
二
割
増
し
を
限
度
と
し
て
当
事

　

者
間
で
協
議
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い

■
こ
の
料
金
は
、
各
作
業
を
受
託
者
が
全
て

　

行
っ
た
場
合
の
料
金
で
す

　

こ
の
作
業
料
金
は
、
あ
く
ま
で
標
準
料
金

で
す
。
燃
料
な
ど
の
価
格
変
動
、
水
田
や
農

地
の
条
件
や
作
業
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
ま
た
は
当
事
者
間
で
協
議

し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
湯
沢
市
標
準
農
作
業
料
金
表

平
成
28
年
４
月　

湯
沢
市
標
準
農
作
業
料
金
検
討
協
議
会

（単位：円）消費税込

農作業臨時雇標準労働賃金には消費税は掛かりません。

労　賃

オペレーター賃金

普通作業賃金

軽作業賃金 

6,500

5,500

1,500 1時間当たり 

男女とも同一賃金とする。1日（8時間）当たり

耕 起 ・ 代 か き

ハーベスタ  

バインダー  

生 乾 燥   

コンバイン

精　　　　米

籾摺り・調製

乾　燥 

収　穫

耕 　 　 起 （ 畑 ）  

畦 畔 塗 り  

　　育　　苗

側
条
機
械

側
条
な
し

機 械 田 植

整理田

未整理田

整理田

未整理田

整理田

未整理田

稚　苗

中　苗

整理田

未整理田

11,600

13,600

6,200

7,300

6,700

7,800

660

660

40

6,700

17,300

19,300

8,800

7,300

1,000

500

600

耕起 5,500 円・代掻き 6,100 円

耕起 6,400 円・代掻き 7,200 円

肥料代等は別料金とする。

苗運搬費は含まない。

いもち病等の薬剤処理は別途加算とする。

2回掘りとする。

籾運搬作業 1,000 円を含む。

くず米も含む。

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

1箱当たり

1m 当たり

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

玄米 60kg 当たり

玄米 60kg 当たり

玄米 60kg 当たり

作　　業　　名 金　　額 単　　位 備　　　　　考

新たに市指定文化財が指定されました 
　市教育委員会は、市文化財保護審議会の答申を受けて、平成28年3月23日に「素鈕梅柏双鳥文鏡」と「亀座鈕
蓬莱松菊双鶴接嘴文鏡」（ともに個人蔵）を市有形文化財に指定しました。これら2面の古鏡は、平城跡（現湯
沢市役所稲川庁舎）西側の堀状遺構の底から出土したものです。「素鈕梅柏双鳥文鏡」は平安時代の余風を残す
鎌倉時代、「亀座鈕蓬莱松菊双鶴接嘴文鏡」は桃山から江戸時代にかけて制作されたと考えられています。2面の
古鏡に見られる様式の違いは、平城が長期にわたり使用されたことを示すものであり、学術的・歴史的に貴重
な文化財です。

◆問い合わせ／湯沢市教育委員会教育部生涯学習課社会教育文化班　℡73－2163（内線642）

そちゅううめかしわそうちょうもんきょう きざちゅうほうらいまつきくそうかくせっしもんきょう

素鈕梅柏双鳥文鏡 亀座鈕蓬莱松菊双鶴接嘴文鏡

そちゅううめかしわそうちょうもんきょう

ほうらいまつきくそうかくせっしもんきょう

きざちゅう

1号→2号
1号→3号



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

本　町　２
田　　　賀
高　　　村
飯　　　田

89
63
53
95

3.15
3.15
3.16
3.26

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

夜　　　幅
役　　　内
小 町 の 里
常　盤　町
桂　　　川
常　盤　町
川　　　井
下　馬　場
下　旭　町

78
82
76
86
76
29
83
91
52

3.17
3.18
3.19
3.22
3.23
3.23
3.24
3.29
3.31

ゆづき

え　い

　　　あさひ

はるや

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

金　 　結 月ちゃん

岩 渕　詠 生くん

藤 原　 　旭くん

小 西　春 哉くん

3. 8

3. 9

3.17

3.30

漆　　　沢

内　　　町

上　谷　地

新　馬　場

和則さん・則子さん

裕生さん・佐知子さん

辰美さん・友美さん

健太さん・麻衣子さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

利　勝
正　弘
重　雄
正　喜
良　一
喜美江
寛　司
弥一郎
敬　一

3月31日届け出分まで

3月31日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　生　内
板　　　戸
羽　　　場

86
94
55

3.15
3.21
3.22

良　一
一　郎
猛

髙 橋　ミ サさん
小 南　貞 子さん
髙 橋 よし子さん

五十嵐本子
秀　子
季代子
滿

19
2016.04.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

坂 田　　 葵ちゃん

川 村　咲 希ちゃん

豊 沢　　 和ちゃん

門 脇　壮 亮くん

摂 津　　 杏ちゃん

　　　あおい

さ　き

　　　のどか

そうすけ

　　　あん

3.10

3.14

3.15

3.16

3.28

学さん・優美子さん

裕也さん・美子さん

雄太さん・沙織さん

貴弘さん・友香子さん

佑さん・三花さん

両　　　神

内前森第２

御嶽町第１

清水町第4の2

金　　　谷

3.15
3.16
3.17
3.17
3.18
3.20
3.20
3.21
3.23
3.24
3.24
3.26
3.27
3.28
3.28
3.30

93
84
65
91
92
70
86
87
93
94
94
88
44
78
100
93

下　　　町
坊　　　中
森　　　合
田 畑 中 山
内　舘　町
金　池　町
御囲地町第1
八　　　幡
柳　　　田
上 ノ 宿 下
六 日 町 下
柳 町 第 １
杉沢裏第２
石 塚 下 区
平清水第２
上　　　地

高崎克子
幸　男
信　子
順　悦
哲
悦　子
圭　子
千代志
隆　悦
正　久
俊　市
良　雄
小一郎
孝　好
津　子
一　夫

榎 本　敏 子さん
齊 藤 ツヨ子さん
佐 藤　政 吉さん
加 藤　米 藏さん
川喜田アツ子さん
半 田　豊 文さん
髙 橋　　 亨さん
瀧 澤　節 子さん
佐 藤　ミ ヨさん
菅 野　建 次さん
髙 橋 敬市郎さん
井 川 セツ子さん
松 田 かおるさん
宮 𠩤　八 郎さん
川 原　ヒ デさん
姉 﨑　セ イさん

め　い

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

髙 橋　愛 彩ちゃん 3.26 菅　　　生大樹さん・由香さん

　 桐　ア イさん
佐 藤　　 久さん
藤 原　利 之さん
東海林 マ サさん

は　な

小野寺 花 七ちゃん 3.17 大　　　谷貴士さん・菜穂子さん

泉　　 惠 治さん
菅　　松四郎さん
佐 藤 サチ子さん
東海林正太郎さん
　 𠩤 惠知子さん
村 田　純 悦さん
由 利 昭次郎さん
賢 持　ミ コさん
柴 田　孝 二さん

2016.04.15
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原
材
料
と
重
機
等
機
械

　
　
　
　
　
　
　
借
り
上
げ
へ
の
助
成

農
業
用
施
設
整
備
の
た
め
の

　
市
内
の
農
業
施
設
の
機
能
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
、
砕
石
・
生
コ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
な
ど
の
材
料
や
重
機
の
借
り
上
げ

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

二
分
の
一
を
上
限
と
し
て
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
に
つ
い
て
は
受
益
者
側
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
②
農
業
用
道
路

　
③
農
地
ま
た
は
農
作
物
の
災
害
を
防
止

　
　
す
る
た
め
必
要
な
施
設

※

県
営
ほ
場
整
備
さ
れ
た
農
地
と
土
地
改

良
区
管
轄
地
で
の
作
業
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
団
体

　
受
益
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で
、
受
益

　
者
が
3
人
以
上
い
る
団
体
（
申
請
は
受

　
益
者
の
代
表
者
が
行
う
こ
と
）

■
助
成
額

【
原
材
料
】

•
費
用
が
20
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
10
万
円
（
上
限
）

【
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
】

•
費
用
が
10
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
5
万
円
（
上
限
）

■
申
請
　

　
代
表
者
が
作
業
予
定
箇
所
の
位
置
図

　（
写
真
で
も
可
）
と
印
鑑
（
申
請
者
ま

　
た
は
各
種
団
体
な
ど
の
も
の
）
を
持
参

　
し
、
農
林
課
に
て
、
申
請
書
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い

■
申
請
受
付
期
間
　

　
4
月
15
日
㈮
〜
5
月
13
日
㈮
（
平
日
の

　
み
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　
分
（
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は
原

　
則
行
い
ま
せ
ん
）

■
審
査
　

　
申
請
受
理
後
、
農
林
課
で
現
地
調
査
を

　
行
い
、
事
業
内
容
な
ど
が
適
当
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の

　
結
果
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

　
助
成
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん

○
問
い
合
わ
せ
　
農

　
林
課
農
地
森
林
整

　
備
班
（
☎
78
1
1

 
7
2
）

　市では、使用済天ぷら油やサラダ油を回収・精製
して、再生可能エネルギーのひとつとして注目され
ているバイオディーゼル燃料に再生しています。廃
食用油のリサイクルにご協力ください。

※運びやすい容器（ペットボトルなど）に入れて、
上記の回収拠点に持参してください。
※使用後、期間のあいた古い油や、何度も使用し、
黒くなった油は、酸化しすぎているため、リサイク
ルできません。
◎問い合わせ　くらしの相談課生活環境班
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎55-8069）へ

●回収拠点
　湯沢生涯学習センター、山田地区センター、
三関地区センター、弁天地区センター、幡野
地区センター、須川地区センター、高松地区
センター、ふるさとふれあいセンター、三関
ゆめ蔵ぶ、フジヤマクリーン、稲川勤労青少
年ホーム、各総合支所

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける藤原さん

藤原　武志
たけしふじわら

さん （酒蒔）

おめでとうございます　100歳長寿

　3月27日、100歳の誕生日を迎えた藤原さんの
自宅を福祉保健部長が訪問し、祝い状とお祝い
金を手渡しました。
　長寿の秘訣は、絶対に暴飲暴食はしないこと、
早寝早起きなこと、酒は飲まないし、たばこも
吸わないことだと言います。
　藤原さんは「家族のおかげで、100歳になれま
した」と喜んでいました。
　また、県外からも親族が駆け付け、大勢で100
歳の誕生日を迎えた藤原さんを祝っていました。

ひけつ
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